
人材の国際移動に与える影響などに関する質問が出されるなど，活発な議論が行われた．また，ジャ

カルタの国立科学院（LembagaIlmuPengetahuanIndonesia:LIPI）に所属する研究者で構成され

るインドネシアのプロジェクトチームからは，日本での技能実習経験のあるインドネシア人帰国者を

対象とした調査研究についての情報が提供されるなど，今後の国際連携・共同研究の推進に向けた有

意義なネットワークの土台を構築することができた． （中川雅貴 記）

2016年ヨーロッパ人口会議

ヨーロッパ人口会議（EuropeanPopulationConference2016）が2016年8月31日～9月3日にか

けてドイツのマインツ（ヨハネス・グーテンベルク大学マインツ）にて開催された．ヨーロッパ人口

会議は1983年に設立された国際会議であり，主にヨーロッパの人口問題について研究活動を行ってお

り，2年ごとに開催されている．今大会はハンガリーのブダペスト（2014）に続き，「人口学的変化

と政策的含意（DemographicChangeandPolicyImplications）」を主要テーマとして開催された．

大会はオープニングセレモニーにおいて2つの基調講演があり，会期中の3日間では14テーマ

（「出生力」「再生産と健康」「家族と世帯」「ライフコース」「高齢化と世代間関係」「国内移動と都市

化」「国際移動と移民人口」「健康，ウェルビーイングと疾病」「死亡と長寿」「歴史」「データと手法」

「経済，人的資本と労働市場」「政策関連」「開発と環境」）について，123のセッション（約500の口頭

報告）と約250のポスター報告が行われた．

当研究所からは山内昌和（人口構造研究部室長），小池司朗（人口構造研究部室長），菅桂太（人口

構造研究部室長），鎌田健司（人口構造研究部主任研究官），福田節也（企画部主任研究官）の5名が

参加し，下記のポスター報告を行った．

・山内昌和・小池司朗・鎌田健司“Japan'sofficialsubnationalpopulationprojectionsaccuracy:

comparativeanalysisofprojectionsinJapan,English-speakingcountriesandtheEU”

・菅桂太“Marriedwomen'semploymentandthetimingofthe1stmarriageandthe1stchild-

birthinJapan:patternsandcovariates”

・鎌田健司“DiffusionprocessoffertilitytransitioninJapan:regionalanalysisusingspatial

paneleconometricmodel”

・福田節也“Genderroledivisionandwell-beingofthecouples:evidencefromtheNetherlands,

GermanyandJapan”

（鎌田健司 記）

アジア人口開発議員連盟（AFPPD）

第１回アクティブエイジング常任委員会

2016年9月8日（木）に，ベトナム・ハノイでアジア人口開発議員連盟（AFPPD）第1回アクティ

ブエイジング常任委員会が開催された．前日・前々日には同じ会場でヘルプエイジ・アジア太平洋会

議が開催されており，それに連動した形での開催であった．委員会にはアジア太平洋20カ国から29名

の国会議員が参加し，アジア太平洋地域の高齢化の現状を確認すると共に，各国の状況の報告を通じ

て，議論が行われた．筆者は“RealityCheckofAsia'sDiverseAgeing/AgedSocieties:Data&

PolicyImplications”と題する基調報告を行った．アジア太平洋地域は今後高齢化が進行していく
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